
(57)【要約】

【課題】広い視野角において十分な色再現範囲を維持す

ることができる自発光型の表示素子を提供する。

【解決手段】反射膜と半透明反射層との間に、少なくと

も発光層を有する有機層が挟持されるとともに、有機層

が発光層で発光した光を共振させる共振器構造の共振部

となるように構成された表示素子において、発光層で発

生した光が共振部の両端で反射する際に生じる位相シフ

トをΦラジアン、共振部の光学的距離をＬ、前記光のう

ちの取り出したい光のスペクトルのピーク波長をλとし

た場合、（２Ｌ）／λ＋Φ／（２π）＝ｍ（ｍは整数）

を満たす範囲で光学的距離Ｌが正の最小値となるように

構成することで、表示素子から取り出される光のスペク

トルのピーク位置のシフト量が、０°～６０°の視野角

範囲において３０ｎｍ未満となるようにする。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 反 射 膜 と 半 透 明 反 射 層 と の 間 に 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 が 挟 持 さ れ る と と も
に 、 前 記 有 機 層 が 前 記 発 光 層 で 発 光 し た 光 を 共 振 さ せ る 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る よ う に
構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、
　 前 記 発 光 層 で 発 生 し た 光 が 前 記 共 振 部 の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相 シ フ ト を Φ ラ ジ
ア ン 、 前 記 共 振 部 の 光 学 的 距 離 を Ｌ 、 前 記 光 の う ち の 取 り 出 し た い 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー
ク 波 長 を λ と し た 場 合 、 式
　 　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ）
を 満 た す 範 囲 で 前 記 光 学 的 距 離 Ｌ が 正 の 最 小 値 と な る よ う に 構 成 す る こ と で 、 前 記 表 示 素
子 か ら 取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 位 置 の シ フ ト 量 が 、 ０ ° ～ ６ ０ ° の 視 野 角 範
囲 に お い て ３ ０ ｎ ｍ 未 満 と な る よ う に し た
　 こ と を 特 徴 と す る 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 反 射 膜 と 半 透 明 反 射 層 と の 間 に 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 が 挟 持 さ れ る と と も
に 、 前 記 有 機 層 が 前 記 発 光 層 で 発 光 し た 光 を 共 振 さ せ る 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る よ う に
構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、
　 前 記 半 透 明 反 射 層 の 上 方 に 、 前 記 共 振 部 で 共 振 し て 当 該 半 透 明 反 射 層 側 か ら 取 り 出 さ れ
る 光 を 透 過 す る カ ラ ー フ ィ ル タ が 設 け ら れ る と と も に 、
　 前 記 発 光 層 で 発 生 し た 光 が 前 記 共 振 部 の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相 シ フ ト を Φ ラ ジ
ア ン 、 前 記 共 振 部 の 光 学 的 距 離 を Ｌ 、 前 記 光 の う ち の 取 り 出 し た い 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー
ク 波 長 を λ と し た 場 合 、 式
　 　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ）
を 満 た す 範 囲 で 前 記 光 学 的 距 離 Ｌ が 正 の 最 小 値 と な る よ う に 構 成 す る こ と で 、 前 記 表 示 素
子 か ら 取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 位 置 の シ フ ト 量 が 、 ０ ° ～ ６ ０ ° の 視 野 角 範
囲 に お い て ３ ０ ｎ ｍ 未 満 と な る よ う に し た
　 こ と を 特 徴 と す る 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 基 板 上 に 光 反 射 材 料 か ら な る 第 １ 電 極 、 透 明 導 電 膜 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層
及 び 第 ２ 電 極 が 順 次 積 層 さ れ 、 前 記 第 ２ 電 極 側 か ら 光 が 取 り 出 さ れ る と と も に 、 前 記 透 明
導 電 膜 及 び 前 記 有 機 層 が 前 記 発 光 層 で 発 光 し た 光 を 共 振 さ せ る 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る
よ う に 構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、
　 前 記 発 光 層 で 発 生 し た 光 が 前 記 共 振 部 の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相 シ フ ト を Φ ラ ジ
ア ン 、 前 記 共 振 部 の 光 学 的 距 離 を Ｌ 、 前 記 光 の う ち の 取 り 出 し た い 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー
ク 波 長 を λ と し た 場 合 、 式
　 　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ）
を 満 た す 範 囲 で 前 記 光 学 的 距 離 Ｌ が 正 の 最 小 値 と な る よ う に 構 成 す る こ と で 、 前 記 表 示 素
子 か ら 取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 位 置 の シ フ ト 量 が 、 ０ ° ～ ６ ０ ° の 視 野 角 範
囲 に お い て ３ ０ ｎ ｍ 未 満 と な る よ う に し た
　 こ と を 特 徴 と す る 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 基 板 上 に 光 反 射 材 料 か ら な る 第 １ 電 極 、 透 明 導 電 膜 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層
及 び 第 ２ 電 極 が 順 次 積 層 さ れ 、 前 記 第 ２ 電 極 側 か ら 光 が 取 り 出 さ れ る と と も に 、 前 記 透 明
導 電 膜 及 び 前 記 有 機 層 が 前 記 発 光 層 で 発 光 し た 光 を 共 振 さ せ る 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る
よ う に 構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、
　 前 記 第 ２ 電 極 の 上 方 に 、 前 記 共 振 部 で 共 振 し て 当 該 第 ２ 電 極 側 か ら 取 り 出 さ れ る 光 を 透
過 す る カ ラ ー フ ィ ル タ が 設 け ら れ る と と も に 、
　 前 記 発 光 層 で 発 生 し た 光 が 前 記 共 振 部 の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相 シ フ ト を Φ ラ ジ
ア ン 、 前 記 共 振 部 の 光 学 的 距 離 を Ｌ 、 前 記 光 の う ち の 取 り 出 し た い 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー
ク 波 長 を λ と し た 場 合 、 式
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　 　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ）
を 満 た す 範 囲 で 前 記 光 学 的 距 離 Ｌ が 正 の 最 小 値 と な る よ う に 構 成 す る こ と で 、 前 記 表 示 素
子 か ら 取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 位 置 の シ フ ト 量 が 、 ０ ° ～ ６ ０ ° の 視 野 角 範
囲 に お い て ３ ０ ｎ ｍ 未 満 と な る よ う に し た
　 こ と を 特 徴 と す る 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 反 射 膜 と 半 透 明 反 射 層 と の 間 に 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 が 挟 持 さ れ る と と も
に 、 前 記 有 機 層 が 前 記 発 光 層 で 発 光 し た 光 を 共 振 さ せ る 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る よ う に
構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、
　 前 記 発 光 層 で 発 生 し た 光 が 前 記 共 振 部 の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相 シ フ ト を Φ ラ ジ
ア ン 、 前 記 共 振 部 の 光 学 的 距 離 を Ｌ 、 前 記 光 の う ち の 取 り 出 し た い 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー
ク 波 長 を λ と し た 場 合 、 式
　 　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ）
を 満 た す 範 囲 で 前 記 光 学 的 距 離 Ｌ が 正 の 最 小 値 と な る よ う に 構 成 す る こ と で 、 ０ ° ～ ６ ０
° の 視 野 角 範 囲 に お け る 発 光 強 度 が 、 ０ ° に お け る 発 光 強 度 の ５ ０ ％ 以 上 と な る よ う に し
た
　 こ と を 特 徴 と す る 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 反 射 膜 と 半 透 明 反 射 層 と の 間 に 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 が 挟 持 さ れ る と と も
に 、 前 記 有 機 層 が 前 記 発 光 層 で 発 光 し た 光 を 共 振 さ せ る 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る よ う に
構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、
　 前 記 半 透 明 反 射 層 の 上 方 に 、 前 記 共 振 部 で 共 振 し て 当 該 半 透 明 反 射 層 側 か ら 取 り 出 さ れ
る 光 を 透 過 す る カ ラ ー フ ィ ル タ が 設 け ら れ る と と も に 、
　 前 記 発 光 層 で 発 生 し た 光 が 前 記 共 振 部 の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相 シ フ ト を Φ ラ ジ
ア ン 、 前 記 共 振 部 の 光 学 的 距 離 を Ｌ 、 前 記 光 の う ち の 取 り 出 し た い 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー
ク 波 長 を λ と し た 場 合 、 式
　 　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ）
を 満 た す 範 囲 で 前 記 光 学 的 距 離 Ｌ が 正 の 最 小 値 と な る よ う に 構 成 す る こ と で 、 ０ ° ～ ６ ０
° の 視 野 角 範 囲 に お け る 発 光 強 度 が 、 ０ ° に お け る 発 光 強 度 の ５ ０ ％ 以 上 と な る よ う に し
た
　 こ と を 特 徴 と す る 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 基 板 上 に 光 反 射 材 料 か ら な る 第 １ 電 極 、 透 明 導 電 膜 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層
及 び 第 ２ 電 極 が 順 次 積 層 さ れ 、 前 記 第 ２ 電 極 側 か ら 光 が 取 り 出 さ れ る と と も に 、 前 記 透 明
導 電 膜 及 び 前 記 有 機 層 が 前 記 発 光 層 で 発 光 し た 光 を 共 振 さ せ る 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る
よ う に 構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、
　 前 記 発 光 層 で 発 生 し た 光 が 前 記 共 振 部 の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相 シ フ ト を Φ ラ ジ
ア ン 、 前 記 共 振 部 の 光 学 的 距 離 を Ｌ 、 前 記 光 の う ち の 取 り 出 し た い 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー
ク 波 長 を λ と し た 場 合 、 式
　 　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ）
を 満 た す 範 囲 で 前 記 光 学 的 距 離 Ｌ が 正 の 最 小 値 と な る よ う に 構 成 す る こ と で 、 ０ ° ～ ６ ０
° の 視 野 角 範 囲 に お け る 発 光 強 度 が 、 ０ ° に お け る 発 光 強 度 の ５ ０ ％ 以 上 と な る よ う に し
た
　 こ と を 特 徴 と す る 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 基 板 上 に 光 反 射 材 料 か ら な る 第 １ 電 極 、 透 明 導 電 膜 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層
及 び 第 ２ 電 極 が 順 次 積 層 さ れ 、 前 記 第 ２ 電 極 側 か ら 光 が 取 り 出 さ れ る と と も に 、 前 記 透 明
導 電 膜 及 び 前 記 有 機 層 が 前 記 発 光 層 で 発 光 し た 光 を 共 振 さ せ る 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る
よ う に 構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、
　 前 記 第 ２ 電 極 の 上 方 に 、 前 記 共 振 部 で 共 振 し て 当 該 第 ２ 電 極 側 か ら 取 り 出 さ れ る 光 を 透
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過 す る カ ラ ー フ ィ ル タ が 設 け ら れ る と と も に 、
　 前 記 発 光 層 で 発 生 し た 光 が 前 記 共 振 部 の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相 シ フ ト を Φ ラ ジ
ア ン 、 前 記 共 振 部 の 光 学 的 距 離 を Ｌ 、 前 記 光 の う ち の 取 り 出 し た い 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー
ク 波 長 を λ と し た 場 合 、 式
　 　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ）
を 満 た す 範 囲 で 前 記 光 学 的 距 離 Ｌ が 正 の 最 小 値 と な る よ う に 構 成 す る こ と で 、 ０ ° ～ ６ ０
° の 視 野 角 範 囲 に お け る 発 光 強 度 が 、 ０ ° に お け る 発 光 強 度 の ５ ０ ％ 以 上 と な る よ う に し
た
　 こ と を 特 徴 と す る 表 示 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 表 示 素 子 に 関 し 、 特 に 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 の よ う な 自 発
光 型 の 表 示 素 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 材 料 の エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス （ Electroluminescence)を 利 用 し た 素 子 （ 以 下 「
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 」 と い う 。 ） は 、 第 １ 電 極 と 第 ２ 電 極 と の 間 に 、 有 機 正 孔 輸 送 層 や 有 機 発 光
層 を 積 層 さ せ て な る 有 機 層 を 設 け て な り 、 低 電 圧 直 流 駆 動 に よ る 高 輝 度 発 光 が 可 能 な 自 発
光 型 の 表 示 素 子 と し て 注 目 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ に 、 こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の う ち 、 透 過 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 要 部 断 面 図 を 示 す 。
こ の 図 １ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 透 明 な 基 板 １ 上 に 、 透 明 電 極 ２ 、 有 機 バ ッ フ ァ 層 ３ 、 有
機 正 孔 輸 送 層 ４ 、 有 機 発 光 層 ５ 及 び 金 属 電 極 ６ を 下 層 か ら 順 に 積 層 し て な り 、 有 機 発 光 層
５ に お い て 発 生 し た 光 ｈ が 基 板 １ 側 か ら 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の 図 １ に 示 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 各 発 光 色 を 有 す る 有 機 発 光 層 ５ で 発 生 し
て 取 り 出 さ れ る 各 色 の 光 ｈ の ス ペ ク ト ル が 、 図 ２ に 示 す よ う に ピ ー ク 幅 が 広 く 、 特 に 赤 色
の 光 ｈ に 関 し て は ピ ー ク 波 長 が よ り 低 波 長 よ り で あ る 。 こ の た め 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用
い て カ ラ ー 表 示 が 可 能 な 表 示 装 置 を 構 成 し た 場 合 、 例 え ば テ レ ビ 画 像 を 表 示 さ せ る 程 度 に
十 分 な 色 再 現 範 囲 を 得 る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 基 板 １ と 透 明 電 極 ２ と の 間 に 誘 電 体 ミ ラ ー 層 （ 図
示 せ ず ） を 設 け る こ と で 、 誘 電 体 ミ ラ ー 層 、 有 機 バ ッ フ ァ 層 ３ 、 有 機 正 孔 輸 送 層 ４ 、 有 機
発 光 層 ５ 及 び 金 属 電 極 ６ か ら な る 共 振 器 構 造 を 設 け る こ と が 考 え ら れ た 。 こ の 共 振 器 構 造
を 備 え た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 有 機 発 光 層 ５ で 発 生 し た 光 ｈ が 誘 電 体 ミ ラ ー 層 と 金 属 電 極 ６
と の 間 を 往 復 し 、 共 振 波 長 の 光 だ け が 増 幅 さ れ て 基 板 １ 側 か ら 取 り 出 さ れ る 。 こ の た め 、
ピ ー ク 強 度 が 高 く 幅 が 狭 い ス ペ ク ト ル を 有 す る 光 ｈ を 取 り 出 す こ と が で き 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 で 構 成 さ れ る 表 示 装 置 の 色 再 現 範 囲 を 拡 大 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ が 、 上 述 の よ う な 共 振 器 構 造 を 備 え た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の よ う に 、 取 り 出 さ れ る 光 ｈ
の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 幅 が 狭 く な る と 、 発 光 面 を 斜 め 方 向 か ら 見 た 場 合 に 、 光 ｈ の 波 長 が
大 き く シ フ ト し た り 発 光 強 度 が 低 下 す る 等 、 発 光 特 性 の 視 野 角 依 存 性 が 高 く な る 。 こ の た
め 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら 取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル の 幅 は 、 狭 く な り す ぎ な い よ う に す る
必 要 が あ る 。 し か し 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て は 、 上 述 し た よ う な 視 野 角 依 存 性 を 考 慮
し た 設 計 が な さ れ て お ら ず 、 広 い 視 野 角 に お い て 、 十 分 な 色 再 現 範 囲 を 維 持 す る こ と が で
き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て は 、 取 り 出 そ う と す る 各 色 の 光 ｈ 毎 に 、 共 振 器
構 造 を 最 適 化 す る 必 要 が あ り 、 手 間 が か か る と い う 問 題 も あ っ た 。
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　 さ ら に 、 図 １ に 示 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 素 子 の 外 部 か ら 侵 入 し た 外 光 が 金 属 電 極 ６ で
反 射 さ れ る た め 外 光 反 射 率 が 高 く 、 外 光 下 に お け る コ ン ト ラ ス ト が 低 く な る 。 こ れ を 防 止
す る 手 法 と し て 、 特 開 平 ９ － １ ２ ７ ８ ８ ５ 号 公 報 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 表 示 面 側 に １
／ ４ 波 長 板 と 直 線 偏 光 板 と を 組 み 合 わ せ て 配 置 し た 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 が 開 示 さ れ て
い る 。 す な わ ち 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 図 １ を 用 い て 説 明 し た と 同 様 の 構 成 の 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 に お け る 基 板 １ 側 に 、 １ ／ ４ 波 長 板 ８ と 直 線 偏 光 板 ９ と を 組 み 合 わ せ て 配 置 す る こ
と で 、 外 光 反 射 を 防 止 す る よ う に し て い る 。 ま た 、 反 射 面 と な る 金 属 電 極 を 透 明 電 極 に 置
き 換 え て 、 有 機 層 と 反 対 側 の 透 明 電 極 側 に 光 吸 収 層 を 設 け 、 こ の 光 吸 収 層 で 外 光 を 吸 収 す
る こ と に よ っ て 外 光 反 射 を 防 止 し た 構 成 も 提 案 さ れ て い る 。 と こ ろ が 、 こ れ ら の 構 成 の 表
示 装 置 に お い て は 、 表 示 装 置 内 に お い て 発 生 し た 発 光 光 の 取 り 出 し や 反 射 も 妨 げ ら れ る た
め 、 輝 度 が ５ ０ ％ 程 度 に 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） の 各 色 を 透 過 す る カ ラ ー フ ィ ル タ を 、 同 色 の 各
発 光 画 素 上 に 配 置 し た 構 成 も 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の よ う な 構 成 の 表 示 素 子 で は 、
発 光 色 以 外 の 外 光 反 射 を 抑 え る こ と は 可 能 で あ っ て も 、 各 画 素 の 発 光 色 と 同 じ 波 長 範 囲 の
外 光 の 反 射 を 抑 え る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ２ ７ ８ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 広 い 視 野 角 に お い て 十 分 な 色 再 現 範 囲 を 維 持 す る こ と
が で き る 自 発 光 型 の 表 示 素 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 こ の 発 明 の 他 の 目 的 は 、 輝 度 の 低 下 を 招 く こ と な く 外 光 反 射 を 低 下 さ せ て コ ン ト ラ ス ト
の 向 上 を 図 る こ と が で き る 自 発 光 型 の 表 示 素 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 広 い 視 野 角 に お い て 十 分 な 色 再 現 範 囲 を 維 持 す る こ と が
で き 、 し か も 輝 度 の 低 下 を 招 く こ と な く 外 光 反 射 を 低 下 さ せ て コ ン ト ラ ス ト の 向 上 を 図 る
こ と が で き る 自 発 光 型 の 表 示 素 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の こ の 発 明 は 、 光 反 射 材 料 か ら な る 第 １ 電 極 と 透 明 材
料 か ら な る 第 ２ 電 極 と の 間 に 発 光 層 が 挟 持 さ れ 、 第 ２ 電 極 及 び 発 光 層 の 少 な く と も 一 方 が
共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る よ う に 構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、 次 の よ う に 共 振 部 が 構 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ の 表 示 素 子 は 、 発 光 層 で 発 生 し た 光 が 前 記 共 振 部 の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相
シ フ ト を Φ ラ ジ ア ン 、 共 振 部 の 光 学 的 距 離 を Ｌ 、 発 光 層 で 発 生 し た 光 の う ち の 取 り 出 し た
い 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 波 長 を λ と し た 場 合 、 下 記 の 式 （ １ ） を 満 た す 範 囲 で 共 振 部 の
光 学 的 距 離 Ｌ が 正 の 最 小 値 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ） 　 　 　 　 （ １ ）
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 第 １ の 表 示 素 子 で は 、 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ が 式 （ １ ） を 満 た し て い
る こ と か ら 、 こ の 共 振 部 に お い て 波 長 λ 近 傍 の 光 が 多 重 干 渉 を 起 こ す 。 し か も 、 共 振 部 の
光 学 的 距 離 Ｌ が 、 式 （ １ ） を 満 た す 範 囲 で 正 の 最 小 値 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、
取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル は 、 波 長 λ の 光 が 多 重 干 渉 す る 範 囲 で 最 も 広 い 幅 に 保 た れ る
。 こ の た め 、 こ の 表 示 素 子 は 、 取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル が あ る 程 度 の 幅 を 保 ち な が ら
も 、 ピ ー ク 強 度 は 多 重 干 渉 に よ っ て 高 め ら れ た も の に な る 。 し た が っ て 、 こ の 表 示 素 子 は
、 視 野 角 が ず れ た 場 合 で あ っ て も 波 長 λ の シ フ ト 量 が 小 さ く 抑 え ら れ 、 広 い 視 野 角 の 範 囲
で 色 純 度 の 向 上 が 図 ら れ た も の と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 ま た 、 第 ２ の 表 示 素 子 は 、 発 光 層 で 発 生 し た 光 が 前 記 共 振 部 の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ
る 位 相 シ フ ト を Φ ラ ジ ア ン 、 共 振 部 の 光 学 的 距 離 を Ｌ ´ 、 緑 の 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 波
長 を λ と し た 場 合 、 下 記 の 式 （ ２ ） を 満 た す 整 数 ｍ の う ち Ｌ が 正 の 最 小 値 と な る 整 数 ｍ １
に 対 し て ４ を 加 え た 下 記 の 式 （ ３ ） を 満 た す よ う に 光 学 的 距 離 Ｌ ´ が 設 定 さ れ て い る 。
　 　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ） 　 　 　 　 （ ２ ）
　 　 （ ２ Ｌ ´ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ １ ＋ ４ 　 　 　 　 　 　 （ ３ ）
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 第 ２ の 表 示 素 子 で は 、 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） に 対 応 す る 各 波
長 の 光 が 、 共 振 部 に お い て 多 重 干 渉 す る 。 こ の た め 、 各 色 毎 に 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ ´ を
設 定 す る こ と な く 、 各 発 光 色 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 強 度 を 高 く す る こ と が で き る 。 し た が
っ て 、 各 発 光 色 に 対 応 す る 各 表 示 素 子 に お い て 、 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ ´ を 共 通 化 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ３ の 表 示 素 子 は 、 発 光 層 で 発 生 し た 光 が 前 記 共 振 部 の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相
シ フ ト を Φ ラ ジ ア ン 、 共 振 部 の 光 学 的 距 離 を Ｌ ´ 、 緑 の 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 波 長 を λ
と し た 場 合 、 下 記 の 式 （ ４ ） を 満 た す 整 数 ｍ の う ち Ｌ が 正 の 最 小 値 と な る 整 数 ｍ １ に 対 し
て １ ０ 以 上 の 整 数 ｑ を 加 え た 下 記 の 式 （ ５ ） を 満 た す よ う に 光 学 的 距 離 Ｌ ´ が 設 定 さ れ て
い る 。
　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ） 　 　 　 　 　 （ ４ ）
　 （ ２ Ｌ ´ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ １ ＋ ｑ 　 　 　 　 　 　 　 （ ５ ）
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な 表 示 素 子 で は 、 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） の 各 領 域 に お け る 多 数 の 波 長
の 光 が 、 共 振 部 に お い て 多 重 干 渉 す る 。 こ の た め 、 こ の 表 示 素 子 を 用 い て 構 成 さ れ た カ ラ
ー 表 示 装 置 で は 、 各 発 光 色 に 対 応 す る 各 表 示 素 子 に お い て 、 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ ´ を 共
通 化 す る こ と が で き る 。 し か も 、 多 重 干 渉 し て 取 り 出 さ れ た 各 発 光 色 の 光 が 複 数 の ピ ー ク
で 構 成 さ れ る よ う に な る た め 、 取 り 出 さ れ た 光 ｈ の 全 体 的 な ス ペ ク ト ル 幅 が 見 か け 上 広 く
な る 。 し た が っ て 、 こ の 表 示 素 子 で は 、 視 野 角 が ず れ た 場 合 で あ っ て も 波 長 λ の シ フ ト 量
が 小 さ く 抑 え ら れ 、 広 い 視 野 角 の 範 囲 で 色 純 度 の 向 上 が 図 ら れ た も の に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の 第 ４ の 表 示 素 子 は 、 前 記 第 ２ 電 極 の 上 方 に 、 前 記 共 振 部 で 共 振 し て 当
該 第 ２ 電 極 か ら 取 り 出 さ れ る 光 を 透 過 す る カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る
。
　 こ の よ う な 構 成 の 表 示 素 子 で は 、 共 振 部 で 共 振 し て 当 該 第 ２ 電 極 か ら 取 り 出 さ れ る 光 の
波 長 を 目 的 波 長 と し た 場 合 、 第 ２ 電 極 側 か ら 照 射 さ れ る 外 光 の う ち 、 目 的 波 長 を 有 す る 外
光 の み が カ ラ ー フ ィ ル タ を 透 過 し て 共 振 部 に 到 達 す る こ と に な る 。 こ こ で 、 こ の 共 振 部 は
、 目 的 波 長 に 対 す る 共 振 器 フ ィ ル タ で あ る た め 、 こ の 目 的 波 長 範 囲 に 対 す る 透 過 率 が 非 常
に 高 い 、 す な わ ち こ の 目 的 波 長 範 囲 の 光 に 対 す る 反 射 率 が 非 常 に 低 い こ と に な る 。 こ の た
め 、 こ の 共 振 部 に お い て は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 透 過 し た 目 的 波 長 と 同 一 の 波 長 範 囲 の 外 光
光 の 反 射 が 抑 え ら れ る 。 一 方 、 目 的 波 長 範 囲 以 外 の 外 光 は カ ラ ー フ ィ ル タ に よ っ て 素 子 内
部 へ の 侵 入 が 防 止 さ れ 、 ま た こ の カ ラ ー フ ィ ル タ で の 反 射 が 抑 え ら れ る 。 こ の 結 果 、 目 的
波 長 範 囲 の 発 光 光 の 第 ２ 電 極 側 か ら の 取 り 出 し を 妨 げ る こ と な く 、 目 的 波 長 範 囲 の 光 を 含
む 外 光 光 の 反 射 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 第 ５ ～ 第 ７ の 表 示 素 子 は 、 第 ４ の 表 示 素 子 と 第 １ ～ 第 ３ の 表 示 素 子 を そ れ ぞ れ 組
み 合 わ せ た 構 成 を 特 徴 と し て い る 。
　 ま た 、 上 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の 他 の 発 明 は 、 第 １ 電 極 と 第 ２ 電 極 と の 間 に 発
光 層 が 挟 持 さ れ 、 第 １ 電 極 及 び 第 ２ 電 極 の う ち の 光 が 取 り 出 さ れ る 方 の も の 及 び 発 光 層 の
少 な く と も 一 方 が 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る よ う に 構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、 第 １ ～
第 ７ の 表 示 素 子 と 同 様 に 共 振 部 が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 ま た 、 上 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の さ ら に 他 の 発 明 は 、 基 板 上 に 光 反 射 材 料 か ら
な る 第 １ 電 極 、 発 光 層 及 び 透 明 材 料 か ら な る 第 ２ 電 極 が 順 次 積 層 さ れ 、 第 ２ 電 極 及 び 発 光
層 の 少 な く と も 一 方 が 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る よ う に 構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、 第
１ ～ 第 ７ の 表 示 素 子 と 同 様 に 共 振 部 が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の さ ら に 他 の 発 明 は 、 基 板 上 に 光 反 射 材 料 か ら
な る 第 １ 電 極 、 発 光 層 及 び 透 明 材 料 か ら な る 第 ２ 電 極 が 順 次 積 層 さ れ 、 第 ２ 電 極 及 び 発 光
層 の 少 な く と も 一 方 が 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る よ う に 構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、 第
１ ～ 第 ７ の 表 示 素 子 と 同 様 に 共 振 部 が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 典 型 的 に は
、 発 光 層 が 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る よ う に 構 成 さ れ 、 あ る い は 、 第 ２ 電 極 が 共 振 器 構 造
の 共 振 部 と な る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の さ ら に 他 の 発 明 は 、 光 反 射 材 料 か ら な る 第 １
電 極 と 透 明 材 料 か ら な る 第 ２ 電 極 と の 間 に 発 光 層 が 挟 持 さ れ 、 第 ２ 電 極 及 び 発 光 層 の 少 な
く と も 一 方 が 共 振 器 構 造 の 共 振 部 と な る よ う に 構 成 さ れ た 表 示 素 子 に お い て 、 共 振 部 の 光
学 的 距 離 を Ｌ と し た 場 合 、 視 野 角 が 変 化 し た と き に 取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク
波 長 と 、 内 部 発 光 ス ペ ク ト ル （ 例 え ば 、 後 述 の 実 施 形 態 に お け る 有 機 発 光 層 １ ３ ｃ で 発 光
さ せ た 光 を 多 重 干 渉 さ せ ず に 取 り 出 し た 光 の ス ペ ク ト ル ） の ピ ー ク 波 長 と の 差 が 、 内 部 発
光 ス ペ ク ト ル の 半 値 幅 （ Ｆ Ｗ Ｈ Ｍ ） の 半 分 以 内 で あ る よ う に 、 光 学 的 距 離 Ｌ が 設 定 さ れ る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に お け る 請 求 の 範 囲 １ の 表 示 素 子 に よ れ ば 、 発 光 光 の う
ち か ら 取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル を あ る 程 度 の 幅 に 保 ち な が ら も 、 こ の 光 の ピ ー ク 波 長
λ の 強 度 が 多 重 干 渉 に よ っ て 高 め ら れ る よ う に 、 共 振 器 構 造 が 最 適 化 さ れ る 。 し た が っ て
、 広 い 視 野 角 の 範 囲 に お い て 、 取 り 出 さ れ る 光 の 波 長 λ の シ フ ト 量 を 小 さ く 抑 え て 色 純 度
の 向 上 が 図 ら れ た 表 示 素 子 を 得 る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 こ の 表 示 素 子 を 用 い た 表 示 装
置 の 色 再 現 範 囲 を 、 広 い 視 野 角 範 囲 に お い て 広 げ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 請 求 の 範 囲 ２ の 表 示 素 子 に よ れ ば 、 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） に 対 応 す る 各
波 長 の 発 光 光 を 同 一 の 共 振 部 に お い て 共 振 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 こ の た め 、 各 発 光 色
毎 に 表 示 素 子 の 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ を 設 定 す る 必 要 は な く 、 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ を 共
通 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 請 求 の 範 囲 ３ の 表 示 素 子 に よ れ ば 、 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） の 各 領 域 に
お け る 多 数 の ピ ー ク 波 長 の 発 光 光 を 同 一 の 共 振 部 に お い て 多 重 干 渉 さ せ る こ と が 可 能 に な
る 。 こ の た め 、 各 発 光 色 毎 に 表 示 素 子 の 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ を 設 定 す る 必 要 は な く 、 共
振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ を 共 通 化 す る こ と が で き る 。 し か も 、 取 り 出 さ れ た 各 色 の 光 に 複 数 の
細 か い ピ ー ク を 持 た せ る こ と が で き る た め 、 各 光 の 全 体 的 な ス ペ ク ト ル 幅 を 広 く す る こ と
が 可 能 に な る 。 し た が っ て 、 広 い 視 野 角 の 範 囲 に お い て 、 取 り 出 さ れ る 光 の 波 長 λ の シ フ
ト 量 を 小 さ く 抑 え て 色 純 度 の 向 上 が 図 ら れ た 表 示 素 子 を 得 る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 こ
の 表 示 素 子 を 用 い た 表 示 装 置 の 色 再 現 範 囲 を 、 広 い 視 野 角 範 囲 に お い て 広 げ る こ と が 可 能
に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 請 求 の 範 囲 ４ の 表 示 素 子 に よ れ ば 、 共 振 器 構 造 と カ ラ ー フ ィ ル タ と を 組 み 合 わ せ
て 配 置 し た こ と で 、 発 光 光 の う ち の 取 り 出 し た い 波 長 の 光 の 放 出 を 妨 げ る こ と な く 、 か つ
、 こ れ と 一 致 す る 波 長 の 光 を 含 む 全 て の 波 長 範 囲 の 外 光 光 の 反 射 を 防 止 す る こ と が 可 能 に
な る 。 し た が っ て 、 発 光 光 の 輝 度 を 確 保 し つ つ 外 光 下 に お け る コ ン ト ラ ス ト を 大 幅 に 向 上
さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 こ こ で は 、 こ の 発 明
を 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 適 用 し た 表 示 素 子 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 ４ は こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 。 こ の 図 ４ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 は 、 い わ ゆ る 上 面 発 光 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で あ り 、 基 板 １ １ 上 に 、 下 層 か ら 順 に 第 １ 電 極
１ ２ 、 有 機 層 １ ３ 、 半 透 明 反 射 層 １ ４ 及 び 第 ２ 電 極 １ ５ が 順 次 積 層 さ れ た 構 成 に な っ て い
る 。
　 基 板 １ １ は 、 例 え ば 、 透 明 ガ ラ ス 基 板 や 半 導 体 基 板 等 で 構 成 さ れ 、 フ レ キ シ ブ ル な も の
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 電 極 １ ２ は 、 反 射 層 を 兼 ね た ア ノ ー ド 電 極 と し て 用 い ら れ る も の で 、 例 え ば 白 金 （
Ｐ ｔ ） 、 金 （ Ａ ｕ ） 、 ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） 、 ま た は タ ン グ ス テ ン （ Ｗ ） 等 の 光 反 射 材 料 で 構 成
さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 第 １ 電 極 １ ２ は 、 膜 厚 が １ ０ ０ ｎ ｍ ～ ３ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に 設 定 さ
れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 有 機 層 １ ３ は 、 例 え ば 、 バ ッ フ ァ 層 １ ３ ａ 、 正 孔 輸 送 層 １ ３ ｂ 及 び 電 子 輸 送 層 を 兼 ね た
有 機 発 光 層 １ ３ ｃ を 下 層 か ら 順 次 積 層 し て な る 。 な お 、 電 子 輸 送 層 は 有 機 発 光 層 １ ３ ｃ と
は 別 の 層 と し て 設 け て も よ い 。 バ ッ フ ァ 層 １ ３ ａ は 、 リ ー ク を 防 止 す る た め の 層 で あ り 、
例 え ば ｍ － Ｍ Ｔ Ｄ Ａ Ｔ Ａ 〔 4,4',4"-tris(3-methylphenylphenylamino)triphenylamine 〕
、 ２ － Ｔ Ｎ Ａ Ｔ Ａ 〔 4,4',4"-tris(2-naphtylphenylamino)triphenylamine〕 等 で 構 成 さ れ
る 。 な お 、 バ ッ フ ァ 層 １ ３ ａ は 、 リ ー ク が 支 障 の な い レ ベ ル で あ れ ば 省 略 し て も よ い 。 ま
た 、 正 孔 輸 送 層 １ ３ ｂ は 、 例 え ば α － Ｎ Ｐ Ｄ 〔 N,N'-di(1-naphthyl)-N,N'-diphenyl-〔 1,
1'-biphenyl 〕 -4,4'-diamine 〕 で 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 有 機 発 光 層 １ ３ ｃ は 、 赤 （ Ｒ ）
、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） そ れ ぞ れ の 発 光 色 を 有 す る 各 発 光 材 料 で 構 成 さ れ 、 例 え ば Ｇ の 発 光
色 を 有 す る 発 光 材 料 と し て は Ａ ｌ ｑ ３ （ ト リ ス キ ノ リ ノ ー ル ア ル ミ ニ ウ ム 錯 体 ） を 用 い る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 有 機 層 １ ３ を 構 成 す る こ れ ら の 各 層 は 、 バ ッ フ ァ 層 １ ３ ａ が １ ５ ｎ ｍ ～ ３ ０ ０ ｎ ｍ 、 正
孔 輸 送 層 １ ３ ｂ が １ ５ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ 、 有 機 発 光 層 １ ３ ｃ が １ ５ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 範
囲 に 設 定 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 た だ し 、 有 機 層 １ ３ 及 び こ れ を 構 成 す る 各 層 の 膜 厚 は 、
そ の 光 学 的 膜 厚 が 後 に 説 明 す る 値 に な る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 半 透 明 反 射 層 １ ４ は 、 カ ソ ー ド 電 極 を 構 成 す る も の で 、 例 え ば 、 マ グ ネ シ ウ ム
（ Ｍ ｇ ） や 銀 （ Ａ ｇ ） 、 そ れ ら の 合 金 等 で 構 成 さ れ て い る 。 こ の 半 透 明 反 射 層 １ ４ は 、 膜
厚 が ５ ｎ ｍ ～ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 第 ２ 電 極 １ ５ は 、 例 え ば 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ （ Indium Tin Oxide: Ｉ Ｔ Ｏ ） や
イ ン ジ ウ ム と 亜 鉛 の 酸 化 物 等 、 一 般 的 に 透 明 電 極 と し て 用 い ら れ て い る 材 料 で 構 成 さ れ る
。 こ の 第 ２ 電 極 １ ５ は 、 膜 厚 が ３ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で あ る こ と と す る 。 ま た 、
こ の 第 ２ 電 極 １ ５ 上 に は 、 透 明 誘 電 体 か ら な る パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら
れ て い る 。 こ の 透 明 誘 電 体 は 、 好 ま し く は 第 ２ 電 極 １ ５ を 構 成 す る 材 料 と 同 程 度 の 屈 折 率
を 有 す る こ と と す る 。 こ の よ う な 材 料 と し て 、 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ 2  ） 、 窒 化 シ リ コ ン
（ Ｓ ｉ Ｎ ） 等 を 用 い る こ と が で き 、 例 え ば ５ ０ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ０ ｎ ｍ の 膜 厚 で 成 膜 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 光 反 射 材 料 か ら な る 第 １ 電 極 １ ２ と 有 機 層 １ ３ と 半 透 明 反 射 層
１ ４ と で 共 振 器 構 造 が 構 成 さ れ て お り 、 有 機 層 １ ３ が 共 振 部 と な っ て い る 。 こ の た め 、 第
１ 電 極 １ ２ と 半 透 明 反 射 層 １ ４ と の 間 の 光 学 的 距 離 Ｌ 、 す な わ ち 有 機 層 １ ３ か ら な る 共 振
部 の 光 学 的 膜 厚 は 下 記 の 式 （ ６ ） を 満 た す よ う に 設 定 さ れ 、 そ の 中 で も 特 に 正 の 最 小 値 と
な る 光 学 的 距 離 Ｌ m i n  が 採 用 さ れ て い る 。 た だ し 、 有 機 発 光 層 １ ３ ｃ で 発 生 し た 光 ｈ が 第
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１ 電 極 １ ２ 及 び 半 透 明 反 射 層 １ ４ で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相 シ フ ト を Φ ラ ジ ア ン 、 有 機 発
光 層 １ ３ ｃ で 発 光 す る 光 ｈ の う ち の 取 り 出 し た い 光 ｈ の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 波 長 を λ と す
る 。
　 　 （ ２ Ｌ ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ） 　 　 　 　 （ ６ ）
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 有 機 層 １ ３ を 構 成 す る 各 層 の 膜 厚 は 、 こ れ を 満 た す よ う に 設 定 さ れ て い る 。 こ
こ で 、 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ は 、 有 機 層 １ ３ を 構 成 す る 各 層 （ こ の 第 １ 実 施 形 態 に お い て
は バ ッ フ ァ 層 １ ３ ａ 、 正 孔 輸 送 層 １ ３ ｂ 及 び 有 機 発 光 層 １ ３ ｃ ） の 各 屈 折 率 ｎ １ ， ｎ ２ ，
… ， ｎ ｋ と 膜 厚 ｄ １ ， ｄ ２ ， … ， ｄ ｋ と か ら 、 下 記 の 式 （ ７ ） の よ う に 求 め ら れ る 。
　 　 Ｌ ＝ ｎ １ × ｄ １ ＋ ｎ ２ × ｄ ２ ＋ … ＋ ｎ ｋ × ｄ ｋ 　 　 　 　 （ ７ ）
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｌ の 計 算 例 を 挙 げ る と 、 バ ッ フ ァ 層 １ ３ ａ が ２ － Ｔ Ｎ Ａ Ｔ Ａ 、 正 孔 輸 送 層 １ ３ ｂ が α －
Ｎ Ｐ Ｄ 、 有 機 発 光 層 １ ３ ｃ が Ａ ｌ ｑ ３ か ら な り 、 そ れ ら の 厚 さ が そ れ ぞ れ ｄ １ ＝ ３ ２ ｎ ｍ
、 ｄ ２ ＝ ３ ０ ｎ ｍ 、 ｄ ３ ＝ ５ ０ ｎ ｍ で あ り 、 λ ＝ ５ ３ ５ ｎ ｍ と す る と 、 ｎ １ ＝ １ ． ９ 、 ｎ
２ ＝ １ ． ８ 、 ｎ ３ ＝ １ ． ７ で あ る か ら 、
　 　 Ｌ ＝ １ ． ９ × ３ ２ ＋ １ ． ８ × ３ ０ ＋ １ ． ７ × ５ ０ ＝ ２ ０ ０ ｎ ｍ
と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 Φ は 次 の よ う に し て 導 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 ま ず 、 基 板 （ 例 え ば 、 Ｓ ｉ 基 板 ） 上
に 反 射 層 （ Ｃ ｒ 等 ） ま た は 半 透 明 反 射 層 （ Ｍ ｇ 、 Ａ ｇ 、 Ｍ ｇ － Ａ ｇ 合 金 等 ） を ２ ０ ０ ｎ ｍ
以 上 の 膜 厚 に 成 膜 し 、 分 光 エ リ プ ソ メ ト リ ー 測 定 装 置 （ 例 え ば 、 Ｓ Ｏ Ｐ Ｒ Ａ 社 製 の も の 等
） を 用 い て こ れ ら の 反 射 層 ま た は 半 透 明 反 射 層 の 屈 折 率 ｎ 及 び 吸 収 係 数 ｋ を 求 め る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 反 射 層 側 の 位 相 シ フ ト は 、 そ の ｎ 、 ｋ と 、 こ の 反 射 層 と 接 し て い る 有 機 層 の 屈 折 率 ｎ と
を 用 い て 計 算 す る こ と が で き る （ 例 え ば 、 Principles of Optics, Max Born and Emil Wo
lf,1974(PERGAMON PRESS) 等 参 照 ） 。
　 ま た 、 半 透 明 反 射 層 側 の 位 相 シ フ ト も 同 様 に 、 そ の ｎ 、 ｋ と 、 こ の 半 透 明 反 射 層 と 接 し
て い る 有 機 層 の 屈 折 率 ｎ 、 半 透 明 反 射 層 の 膜 厚 、 そ の 上 方 の 各 透 明 膜 の 屈 折 率 及 び 膜 厚 と
を 用 い て 計 算 す る こ と が で き る 。 な お 、 有 機 層 、 各 透 明 膜 の 屈 折 率 も 分 光 エ リ プ ソ メ ト リ
ー 測 定 装 置 を 用 い て 測 定 可 能 で あ る 。
　 上 記 の ２ つ の 位 相 シ フ ト の 和 が Φ で あ る 。
　 Φ の 値 の 一 例 を 挙 げ る と 、 λ ＝ ５ ３ ５ ｎ ｍ に 対 し て Φ ＝ － ４ ． ７ ラ ジ ア ン で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 反 射 層 で あ る 第 １ 電 極 １ ２ と 有 機 層 １ ３ と 半
透 明 反 射 層 １ ４ と で 共 振 器 構 造 が 構 成 さ れ 、 共 振 部 で あ る 有 機 層 １ ３ が 狭 帯 域 フ ィ ル タ と
な り 、 取 り 出 し た い ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 波 長 λ 近 傍 の 光 ｈ だ け が 多 重 干 渉 に よ っ て 増 強 さ
れ て 第 ２ 電 極 １ ５ 側 か ら 取 り 出 さ れ る 。 こ の た め 、 ピ ー ク 強 度 の 高 い ス ペ ク ト ル を 有 す る
光 ｈ が 取 り 出 さ れ る こ と に な る 。 し か も 、 有 機 層 １ ３ の 膜 厚 （ 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ ） は
、 第 １ 電 極 １ ２ と 有 機 層 １ ３ と 半 透 明 反 射 層 １ ４ と で 共 振 器 構 造 が 構 成 さ れ る 値 の う ち の
正 の 最 小 値 に 設 定 さ れ て い る こ と か ら 、 取 り 出 さ れ る 光 ｈ の ス ペ ク ト ル は 、 波 長 λ の 光 が
多 重 干 渉 す る 範 囲 で 最 も 広 い 幅 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ に 、 こ の よ う に し て 設 計 さ れ た （ こ こ で は 式 （ ６ ） に お け る ｍ ＝ ０ ） 各 発 光 色 を 有
す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら 取 り 出 さ れ た 各 光 の ス ペ ク ト ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例 を 示 す 。 ま た
、 第 １ 電 極 １ ２ に は ク ロ ム 、 半 透 明 反 射 層 １ ４ に は 銀 － マ グ ネ シ ウ ム 合 金 を 用 い た 。 図 ６
は 、 同 様 に 設 計 さ れ た 各 有 機 層 １ ３ の 単 体 フ ィ ル タ と し て の 特 性 を 示 す ス ペ ク ト ル の シ ミ
ュ レ ー シ ョ ン 例 で あ り 、 こ の 図 の ス ペ ク ト ル と 有 機 発 光 層 １ ３ ｃ で 発 光 さ せ た 光 を 多 重 干
渉 さ せ ず に 取 り 出 し た 光 の ス ペ ク ト ル 、 す な わ ち 図 ７ に 示 す 内 部 発 光 ス ペ ク ト ル と を 掛 け
合 わ せ る こ と で 、 図 ５ に 示 す ス ペ ク ト ル が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 ま た 比 較 例 と し て 、 図 ８ に 、 式 （ ６ ） 式 を 満 た す が 光 学 的 距 離 Ｌ が 正 の 最 小 値 に な ら な
い （ こ こ で は ｍ ＝ １ ） 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら 取 り 出 さ れ た 光 の 各 ス ペ ク ト ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン 例 を 示 す 。 な お 、 こ の 比 較 例 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ 以 外 は 、 第 １ の
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 同 様 に 構 成 さ れ 、 赤 （ Ｒ ） 領 域 の 光 を 発 光 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は バ ッ フ ァ 層
１ ３ ａ を ２ ４ ０ ｎ ｍ と し 、 緑 （ Ｇ ） 領 域 の 光 を 発 光 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は バ ッ フ ァ 層 １ ３ ａ
を １ ９ ０ ｎ ｍ と し 、 青 （ Ｂ ） 領 域 の 光 を 発 光 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は バ ッ フ ァ 層 １ ３ ａ を １ ５
０ ｎ ｍ と す る こ と で 、 各 有 機 層 １ ３ の 膜 厚 を 調 整 し た 。 図 ９ は 、 こ の 比 較 例 と 同 様 に 設 計
さ れ た 各 有 機 層 の 単 体 の フ ィ ル タ と し て の 特 性 を 示 す ス ペ ク ト ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例 で
あ り 、 こ の 図 の ス ペ ク ト ル と 有 機 発 光 層 １ ３ ｃ で 発 光 さ せ た 光 を 多 重 干 渉 さ せ ず に 取 り 出
し た 光 の ス ペ ク ト ル 、 す な わ ち 図 ７ に 示 す 内 部 発 光 ス ペ ク ト ル と を 掛 け 合 わ せ る こ と で 、
図 ８ に 示 す ス ペ ク ト ル が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ れ ら の 図 を 比 較 し て わ か る よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 の よ う に し て 有 機 層 １ ３ の 膜 厚 を 設
定 す る こ と で 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら 取 り 出 さ れ る 光 ｈ を 多 重 干 渉 さ せ な が ら も そ の ス ペ ク ト
ル の 幅 を あ る 程 度 の 広 さ に 保 つ こ と が 可 能 に な る 。 こ の た め 、 第 １ 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 で は 、 視 野 角 が ず れ た 場 合 で あ っ て も 波 長 λ の シ フ ト 量 が 小 さ く 抑 え ら れ 、 広 い 視 野 角
の 範 囲 で 色 純 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ ｍ ＝ ０ ） の 視 野 角 依 存 性 を 示 し 、 表 示 面
に 対 し て ０ ° （ 正 面 ） 、 ３ ０ ° 、 ６ ０ ° の 角 度 で 測 定 さ れ た 緑 （ Ｇ ） の 波 長 の 光 の ス ペ ク
ト ル で あ る 。 ま た 、 図 １ １ は 、 比 較 例 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ ｍ ＝ １ ） の 視 野 角 依 存 性 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ０ 及 び 図 １ １ を 比 較 し て 分 か る よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 視
野 角 が ３ ０ ° ず れ て も ス ペ ク ト ル の ピ ー ク は ほ と ん ど シ フ ト し て お ら ず 、 ６ ０ ° ず れ た 場
合 で あ っ て も ス ペ ク ト ル の ピ ー ク は １ ０ ｎ ｍ 程 度 の シ フ ト に 収 ま っ て い る 。 こ れ に 対 し て
比 較 例 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 視 野 角 が ６ ０ ° ず れ た 場 合 の ス ペ ク ト
ル の ピ ー ク が ３ ０ ｎ ｍ 程 度 も 短 波 長 側 に シ フ ト し 、 色 が 変 わ っ て し ま っ て い る こ と が 分 か
る 。 こ の こ と か ら 、 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 視 野 角 が 大 き く な っ て も 、 取
り 出 さ れ た 光 ｈ の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 位 置 が シ フ ト す る 量 が 、 比 較 例 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
よ り も 小 さ く 抑 え ら れ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ は 次 の よ う な 理 由 に よ る 。 す な わ ち 、 発 光 面 に 対 し て 斜 め 方 向 θ ラ ジ ア ン か ら 見 た
場 合 、 式 （ ６ ） は 、 下 記 の 式 （ ８ ） の よ う に 書 き 換 え ら れ る 。
（ ２ Ｌ ） ／ λ ´ × ｃ ｏ ｓ θ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ） （ ８ ）
　 こ こ で 、 λ ´ ＝ λ ＋ Δ λ （ λ は 、 発 光 面 を 正 面 か ら 見 た 場 合 の フ ィ ル タ 特 性 の ス ペ ク ト
ル の ピ ー ク 波 長 ） と す る と 、 式 （ ８ ） か ら Δ λ ＝ （ １ － ｃ ｏ ｓ θ ） λ と な り 、 共 振 器 構 造
を 構 成 す る た め の 有 機 層 の 膜 厚 を 規 定 す る 整 数 ｍ に よ ら ず 、 フ ィ ル タ 特 性 の ス ペ ク ト ル の
ピ ー ク の シ フ ト 量 Δ λ は 視 野 角 に の み 依 存 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 と こ ろ が 、 後 述 の 理 由 に よ り 、 ｍ が 小 さ い 方 が 、 フ ィ ル タ 特 性 の ス ペ ク ト ル が な だ ら か
で 幅 広 く 、 す な わ ち ブ ロ ー ド に な る た め 、 取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク の シ フ ト
量 が 小 さ く な る 。 こ の た め 、 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 広 い 視 野 角 の 範 囲 で
色 純 度 の 向 上 が 図 ら れ る 。 こ の 結 果 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い て 構 成 さ れ た 直 視 型 の カ ラ
ー 表 示 装 置 で は 、 広 い 視 野 角 に お い て 十 分 な 色 再 現 範 囲 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 述 の よ う に ｍ が 小 さ い 方 が フ ィ ル タ 特 性 の ス ペ ク ト ル が ブ ロ ー ド に な る の は 、 次 の よ
う な 理 由 に よ る 。 ア ノ ー ド 電 極 、 す な わ ち 第 １ 電 極 １ ２ と カ ソ ー ド 電 極 、 す な わ ち 半 透 明
反 射 層 １ ４ と で 生 じ る 反 射 光 の 位 相 シ フ ト の 和 を Φ ラ ジ ア ン 、 有 機 層 １ ３ の 光 学 的 距 離 を
Ｌ 、 光 の 波 長 を λ と す る と き 、 多 重 干 渉 の １ 回 分 の 位 相 遅 れ 量 を δ と す る と 、
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　 　 　 　 　 　 　 δ ＝ ２ π ・ ２ Ｌ ／ λ ＋ Φ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ９ ）
で あ る 。 こ こ で 、
　 　 　 　 　 　 　 δ ＝ ２ π ・ ｍ （ ｍ は 整 数 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 10）
が 成 り 立 つ λ が 狭 帯 域 フ ィ ル タ ー の ピ ー ク 波 長 と な る 。 こ れ を λ m a x  と す る と 、 式 （ ９ ）
、 （ 10） か ら 、
　 　 　 　 ２ Ｌ ／ λ m a x  ＋ Φ ／ ２ π ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ） 　 　 　 　 （ 11）
を 得 る 。 式 （ ９ ） で 有 機 層 １ ３ の 光 学 的 距 離 Ｌ が 小 さ く な る と 、 λ の 変 化 量 に 対 す る δ の
変 化 量 が 減 少 す る こ と か ら 理 解 で き る よ う に 、 ｍ の 小 さ い 方 が 狭 帯 域 フ ィ ル タ ー の ス ペ ク
ト ル の 幅 が ブ ロ ー ド に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ２ に 、 色 彩 光 度 計 （ ト プ コ ン 社 製 Ｂ Ｍ － ７ ） に よ り 実 測 し た 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら 取 り 出 さ れ る 光 の 色 度 座 標 （ 本 発 明 ） を 示 す 。 ま た 比 較 例 と し て 、 Ｃ Ｒ Ｔ
（ cathode-ray tube） の 色 度 座 標 （ Ｃ Ｒ Ｔ ） 及 び 図 １ を 用 い て 説 明 し た 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 か ら 取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル に 相 当 す る 色 度 座 標 （ 従 来 ） を 示 す 。 こ こ で 、 図 １ ２
中 、 一 番 外 側 の 線 の 曲 線 部 は ス ペ ク ト ル 軌 跡 （ spectrum locus） 、 直 線 部 は 純 紫 軌 跡 （ pu
rple boundary)を 示 す 。 こ れ ら の 色 度 座 標 を 比 較 し て 分 か る よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 に よ る
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 色 度 座 標 は 、 従 来 の も の と 比 較 し て 大 幅 に 色 再 現 範 囲 が 拡 大 し て お り 、 Ｃ
Ｒ Ｔ と ほ ぼ 同 じ 色 再 現 範 囲 が 確 保 さ れ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ３ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 。 こ の 図 １ ３ に 示 す 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 図 ４ に 示 す 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て 、 半 透 明 反 射 層 １ ４
と 第 ２ 電 極 １ ５ と 、 第 ２ 電 極 １ ５ の 上 端 界 面 （ 例 え ば 、 大 気 層 と の 界 面 ） と で 共 振 器 構 造
を 構 成 し た も の で あ る 。 第 ２ 電 極 １ ５ の 端 面 と 大 気 層 と の 界 面 で の 反 射 率 は １ ０ ％ 程 度 と
大 き く 、 こ こ で は 、 透 明 材 料 か ら な る 第 ２ 電 極 １ ５ を 共 振 部 と し た 共 振 器 の 効 果 を 利 用 す
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の た め 、 大 気 層 と 半 透 明 反 射 層 １ ４ と の 間 の 距 離 、 す な わ ち 第 ２ 電 極 １ ５ か ら な る 共
振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ （ こ こ で は 、 第 １ 実 施 形 態 と 区 別 し て Ｌ 2  と す る ） は 、 下 記 の 式 （ 12
） を 満 た す ｍ の う ち 、 特 に Ｌ 1  が 正 の 最 小 値 に な る ｍ （ そ の ｍ を ｍ １ と 書 く ） に 対 し て ４
を 加 え た 下 記 の 式 （ 13） を 満 た す よ う な 光 学 的 距 離 Ｌ 2  が 採 用 さ れ て い る 。 た だ し 、 有 機
発 光 層 １ ３ ｃ で 発 生 し た 光 ｈ が 共 振 部 （ 第 ２ 電 極 １ ５ ） の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相
シ フ ト を Φ ラ ジ ア ン 、 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 波 長 を λ と す る 。 な お 、 第 ２ 電 極 １ ５ 上 に
、 こ の 第 ２ 電 極 １ ５ と 同 等 の 屈 折 率 を 有 す る 透 明 誘 電 体 か ら な る パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 が 設
け ら れ て い る 場 合 に は 、 こ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 と 第 ２ 電 極 １ ５ と が 共 振 部 と な る 。
　 　 （ ２ Ｌ 1  ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ） 　 　 　 　 （ 12）
　 　 （ ２ Ｌ 2  ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ １ ＋ ４ 　 　 　 　 　 　 　 （ 13）
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に 設 計 さ れ た 共 振 部 （ す な わ ち 第 ２ 電 極 １ ５ ） は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 赤 （
Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） の 各 領 域 に 対 応 す る 各 波 長 の 光 を 多 重 干 渉 さ せ る も の に な る 。
こ の た め 、 各 色 毎 に 、 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ 2  を 設 定 す る 必 要 は な く 、 各 発 光 色 に 対 応 す
る 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て 、 第 ２ 電 極 １ ５ か ら な る 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ 2  を 共 通 化 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ５ は 、 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 。 こ の 図 １ ５ に 示 す 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 図 ４ に 示 す 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て 、 半 透 明 反 射 層 １ ４
と 第 ２ 電 極 １ ５ と 、 第 ２ 電 極 １ ５ の 上 端 界 面 （ 例 え ば 大 気 層 ） と で 共 振 器 構 造 を 構 成 し た
も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 、 大 気 層 と 半 透 明 反 射 層 １ ４ と の 間 の 距 離 、 す な わ ち 第 ２ 電 極 １ ５
か ら な る 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ （ こ こ で は 第 １ 実 施 形 態 及 び 第 ２ 実 施 形 態 と 区 別 し て Ｌ 3  
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と す る ） は 、 下 記 の 式 （ 14） を 満 た す ｍ の う ち 、 特 に Ｌ 1  が 正 の 最 小 値 に な る ｍ （ そ の ｍ
を ｍ １ と 書 く ） に 対 し て １ ０ 以 上 の 整 数 ｑ 、 好 ま し く は １ ８ 以 上 の 整 数 ｑ １ を 加 え た 式 （
15） を 満 た す よ う な 光 学 的 距 離 Ｌ 3  が 採 用 さ れ て い る 。 た だ し 、 有 機 発 光 層 １ ３ ｃ で 発 生
し た 光 ｈ が 共 振 部 （ 第 ２ 電 極 １ ５ ） の 両 端 で 反 射 す る 際 に 生 じ る 位 相 シ フ ト を Φ ラ ジ ア ン
、 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 波 長 を λ と す る 。 な お 、 第 ２ 電 極 １ ５ 上 に 、 こ の 第 ２ 電 極 １ ５
と 同 等 の 屈 折 率 を 有 す る 透 明 誘 電 体 か ら な る パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 が 設 け ら れ て い る 場 合 に
は 、 こ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 と 第 ２ 電 極 １ ５ と が 共 振 部 と な る 。
　 　 （ ２ Ｌ 1  ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ （ ｍ は 整 数 ） 　 　 　 　 （ 14）
　 　 （ ２ Ｌ 3  ） ／ λ ＋ Φ ／ （ ２ π ） ＝ ｍ １ ＋ ｑ 　 　 　 　 　 　 　 （ 15）
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 設 計 さ れ た 共 振 部 （ す な わ ち 第 ２ 電 極 １ ５ ） は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 赤 （
Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） の 各 領 域 に お け る 多 数 の 波 長 の 光 を 多 重 干 渉 さ せ る も の に な る
。 こ の た め 、 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 各 色 毎 に 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ 3  を 設 定 す る 必 要 が
な く 、 各 発 光 色 に 対 応 す る 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て 、 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ 3  を 共 通 化 す
る こ と が で き る 。 し か も 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 多 重 干 渉 し て 取 り 出 さ れ た 光 ｈ （ 図 １ ７
に お い て は 緑 （ Ｇ ） 領 域 の 光 ） が 複 数 の 細 か い ピ ー ク を 持 つ よ う に な る た め 、 取 り 出 さ れ
た 光 ｈ の 全 体 的 な ス ペ ク ト ル 幅 が 実 質 的 に 広 く な る 。 こ の た め 、 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 と 同 様 に 、 広 い 視 野 角 の 範 囲 で 色 純 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 こ
の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い て 構 成 さ れ た 直 視 型 の カ ラ ー 表 示 装 置 は 、 広 い 視 野 角 に お い て 十 分
な 色 再 現 性 を 示 す も の に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形 態 は 、 第 １ 実 施 形 態 と 組 み 合 わ せ て ま た は 単 独 で 適
用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形 態 で 説 明 し た 共 振 部 の 構 成
は 、 有 機 層 １ ３ か ら な る 共 振 部 に も 適 用 可 能 で あ る 。 し か し 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施
形 態 で 説 明 し た 共 振 部 は 、 そ の 膜 厚 が 比 較 的 厚 く な る こ と を 考 慮 す る と 、 膜 厚 が 厚 く な る
方 向 へ の 自 由 度 が 比 較 的 高 い 第 ２ 電 極 １ ５ を 共 振 部 と す る 構 成 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 第 １
実 施 形 態 で 説 明 し た 共 振 部 の 構 造 は 、 第 ２ 電 極 １ ５ （ 及 び そ の 上 部 の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜
） か ら な る 共 振 部 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 さ ら に 、 上 記 各 実 施 形 態 は 、 図 ４ に 示 し た よ う な 上 面 発 光 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 へ の 適 用 に
限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 ア ノ ー ド 電 極 は 、 高 仕 事 関 数 の 金 属 膜 か ら な る 第 １ 電
極 １ ２ で 構 成 し た が 、 ア ノ ー ド 電 極 は 、 誘 電 体 多 層 膜 や ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 等 の 反 射 膜
の 上 部 に 透 明 導 電 膜 を 重 ね た ２ 層 構 造 に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 こ の 反 射 膜 が こ の 発 明 に
お け る 第 １ 電 極 と な る 。 そ し て 、 透 明 導 電 膜 は 、 共 振 部 の 一 部 を 構 成 す る も の と な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 第 １ 電 極 １ ２ を 光 反 射 材 料 か ら な る カ ソ ー ド 電 極 と し 、 第
２ 電 極 １ ５ を 透 明 電 極 か ら な る ア ノ ー ド 電 極 と し 、 第 １ 電 極 １ ２ 側 か ら 順 次 有 機 発 光 層 １
３ ｃ 、 正 孔 輸 送 層 １ ３ ｂ 及 び バ ッ フ ァ 層 １ ３ ｃ を 積 層 し て な る 構 成 に も 適 用 可 能 で あ る 。
こ の 場 合 、 有 機 層 １ ３ と 第 ２ 電 極 １ ５ と を 合 わ せ て 一 つ の 共 振 部 と し 、 有 機 発 光 層 １ ３ ｃ
で 発 生 し た 光 を 有 機 層 １ ３ の 下 端 （ 第 １ 電 極 １ ２ と の 境 界 面 ） と 第 ２ 電 極 １ ４ の 上 端 （ 大
気 層 と の 境 界 面 ） と で 反 射 さ せ る 。 ま た 、 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 Ｐ ｔ 、 Ａ ｕ 、 Ｃ ｒ 等
の 高 仕 事 関 数 を 有 す る 材 料 か ら な る 半 透 明 反 射 層 （ 図 示 せ ず ） を 、 有 機 層 １ ３ と 第 ２ 電 極
１ ５ と の 間 に 設 け ら れ た 構 成 の も の に も 適 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 は 、 共 振 部 の 構
造 は 、 第 １ 実 施 形 態 か ら 第 ３ 実 施 形 態 と 同 様 に な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 さ ら に 、 図 面 を 用 い て の 説 明 は 省 略 し た が 、 こ の 発 明 は 、 上 面 発 光 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に
限 定 さ れ る こ と は な く 、 透 明 な 基 板 １ １ を 用 い た 透 過 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に も 適 用 可 能 で あ
る 。 ま た 、 基 板 １ １ 上 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に も 適 用 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
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　 図 １ ９ は 、 こ の 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。 こ の
図 １ ９ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 図 ４ に 示 す 第 １ 実 施 形 態 に よ る 上 面 発 光 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
に 、 さ ら に カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け た 構 成 を 有 す る 。 す な わ ち 、 有 機 層 １ ３ を 共 振 部 と し て
、 第 １ 電 極 １ ２ か ら な る 反 射 層 と 有 機 層 １ ３ と 半 透 明 反 射 層 １ ４ と で 共 振 器 構 造 が 構 成 さ
れ 、 こ の 半 透 明 反 射 層 １ ４ 上 に 、 第 ２ 電 極 （ 透 明 電 極 ） １ ５ 及 び パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ６
を 介 し て カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 特 に 、 こ の カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ は 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら 取 り 出 し た い ス ペ ク ト ル の ピ
ー ク 波 長 λ 近 傍 の 光 ｈ の み を 透 過 す る も の で あ る こ と と す る 。 つ ま り 、 赤 （ Ｒ ） 領 域 の 光
を 発 光 す る 素 子 に は 赤 （ Ｒ ） 領 域 の 光 の み を 透 過 す る カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ Ｒ が 設 け ら れ 、
緑 （ Ｇ ） 領 域 の 光 を 発 光 す る 素 子 に は 緑 （ Ｂ ） 領 域 の 光 の み を 透 過 す る カ ラ ー フ ィ ル タ ２
０ Ｇ が 設 け ら れ 、 青 （ Ｂ ） 領 域 の 光 を 発 光 す る 素 子 に は 青 （ Ｂ ） 領 域 の 光 の み を 透 過 す る
カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ Ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 有 機 層 １ ３ か ら な る 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ は 、 第 １ 実 施 形 態 で 説 明 し た よ う に
、 取 り 出 さ れ る 光 の ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 波 長 λ 近 傍 の 光 ｈ が 多 重 干 渉 す る 範 囲 で 最 も 広 い
幅 に 保 た れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 ま た さ ら に 、 各 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ に お け る 透 過 率
の 高 い 波 長 範 囲 に 対 し て 、 各 有 機 層 １ ３ か ら 取 り 出 し た い 光 ｈ の 波 長 範 囲 を 一 致 さ せ る こ
と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 表 示 面 側 （ す な わ ち カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ 側 ） か ら
照 射 さ れ る 外 光 Ｈ の う ち 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら 取 り 出 し た い ス ペ ク ト ル の ピ ー ク 波 長 λ
近 傍 の 光 Ｈ 1  の み が カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ を 透 過 し て 共 振 部 （ こ こ で は 有 機 層 １ ３ ） に 達 し
、 そ の 他 の 波 長 の 外 光 が カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ よ り も 素 子 の 内 部 側 に 侵 入 す る こ と が 防 止 さ
れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ こ で 、 こ の 共 振 部 （ す な わ ち 有 機 層 １ ３ ） は 、 取 り 出 し た い ピ ー ク 波 長 λ 近 傍 の 光 を
透 過 さ せ る 狭 帯 域 フ ィ ル タ で あ る た め 、 こ の ピ ー ク 波 長 λ 近 傍 の 外 光 Ｈ 1  に 対 す る 透 過 率
が 非 常 に 高 い 、 す な わ ち 外 光 Ｈ 1  に 対 す る 反 射 率 が 非 常 に 低 い 。 し た が っ て 、 カ ラ ー フ ィ
ル タ ２ ０ か ら 侵 入 し た 上 記 ピ ー ク 波 長 λ 近 傍 の 外 光 Ｈ 1  は 、 有 機 層 １ ３ に お い て そ の 反 射
が 抑 え ら れ 、 再 度 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ を 透 過 し て 外 部 に 放 出 さ れ る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ２ ０ に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 配 置 し て い な い 構 造 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ す な わ ち 図 ４ に 示 し
た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ） の 外 光 反 射 率 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 を 示 す 。 図 ２ ０ 中 、 Ｂ は 青 （ Ｂ ）
色 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 外 光 反 射 を 示 し 、 Ｇ は 緑 （ Ｇ ） 色 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 外 光 反 射
を 示 し 、 Ｒ は 赤 （ Ｇ ） 色 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 外 光 反 射 を 示 す 。 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 各
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と も 、 各 発 光 色 の ピ ー ク 波 長 λ 付 近 に お け る 外 光 反 射 率 が 低 く 抑 え ら れ て い
る こ と が わ か る 。 す な わ ち 、 青 色 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て は 、 青 （ Ｂ ） 領 域 の 外 光 反
射 が 低 く 抑 え ら れ て お り 、 赤 色 発 光 及 び 緑 色 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て も 、 同 様 に そ の
表 示 目 的 と す る 波 長 領 域 の 外 光 反 射 が 抑 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 図 ２ １ に 、 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 配 置 し た カ ラ ー フ ィ ル タ （ ２ ０ Ｒ 、 ２ ０ Ｇ 、 ２ ０ Ｂ
） の 透 過 特 性 を 示 す 。 図 ２ １ 中 、 Ｂ は 青 （ Ｂ ） 色 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 配 置 さ れ る カ ラ ー
フ ィ ル タ の 透 過 特 性 を 示 し 、 Ｇ は 緑 （ Ｇ ） 色 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 配 置 さ れ る カ ラ ー フ ィ
ル タ の 透 過 特 性 を 示 し 、 Ｒ は 赤 （ Ｒ ） 色 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 配 置 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ
の 透 過 特 性 を 示 す 。 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 各 カ ラ ー フ ィ ル タ と も 、 各 発 光 色 の ピ ー ク 波 長
λ 付 近 の 透 過 率 が 高 い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ こ で 、 カ ラ ー フ ィ ル タ が 配 置 さ れ て い な い 図 ４ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 外 光 反 射 率 を Ｒ
（ λ ） と し 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 透 過 率 を Ｔ （ λ ） と し た 場 合 、 カ ラ ー フ ィ ル タ が 設 け ら れ
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て い る 図 １ ９ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 外 光 反 射 率 Ｒ ｔ （ λ ） は 、 下 記 の 式 （ 16） の よ う に 表
さ れ る 。
　 　 Ｒ ｔ （ λ ） ＝ Ｔ （ λ ） × Ｒ （ λ ） × Ｔ （ λ ） 　 　 　 　 　 （ 16）
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ２ ２ に 、 図 １ ９ に 示 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 外 光 反 射 率 と し て 、 式 （ 16） 式 に 基 づ い て 、
図 ２ ０ 及 び 図 ２ １ の グ ラ フ を 合 成 し た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 を 示 す 。 図 ２ ２ 中 、 Ｂ は 青 （
Ｂ ） 色 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 外 光 反 射 を 示 し 、 Ｇ は 緑 （ Ｇ ） 色 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 外 光
反 射 を 示 し 、 Ｒ は 赤 （ Ｇ ） 色 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 外 光 反 射 を 示 し て い る 。 図 ２ ２ に 示 す
よ う に 、 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と も 、 各 発 光 色 の ピ ー ク 波 長 λ を 含 む 広 い 波 長 領 域 に お け る 外 光
反 射 率 が 低 く 抑 え ら れ る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 一 方 、 有 機 層 １ ３ 内 で 発 生 し た 発 光 光 の う ち 、 取 り 出 し た い ピ ー ク 波 長 λ 近 傍 の 光 ｈ は
、 そ の ま ま 狭 帯 域 フ ィ ル タ （ 有 機 層 １ ３ ） を 透 過 し 、 さ ら に カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ を 透 過 し
て 表 示 光 と し て 取 り 出 さ れ る 。 こ の た め 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 内 で 発 生 し た 発 光 光 の 輝 度 は 、 カ
ラ ー フ ィ ル タ の 透 過 率 の み に よ っ て 規 制 さ れ る 。 し か し 、 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に は 、 そ の 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 で 発 生 す る 発 光 光 の う ち の 取 り 出 し た い ピ ー ク 波 長 λ 近 傍 の 光 の 透 過 率 が 高 い カ
ラ ー フ ィ ル タ が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 配 置 し た こ と に よ る 発 光 光
の 取 り 出 し 効 率 の 低 下 は 低 く 抑 え ら れ 、 輝 度 の 低 下 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 の 結 果 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て は 、 発 光 色 の う ち の 取 り 出 し た い ピ ー ク 波 長 λ
近 傍 の 光 ｈ の 取 り 出 し を 妨 げ る こ と な く 、 か つ 、 こ の ピ ー ク 波 長 λ 近 傍 の 光 を 含 む 外 光 光
Ｈ の 反 射 が 防 止 さ れ る 。 し た が っ て 、 発 光 光 の 輝 度 を 確 保 し つ つ 外 光 下 に お け る コ ン ト ラ
ス ト を 大 幅 に 向 上 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 し か も 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て は 、 各 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ に お け る 透 過 率 の 高 い 波
長 範 囲 に 対 し て 、 こ の 有 機 層 １ ３ で 共 振 し て 取 り 出 さ れ る 波 長 範 囲 を 一 致 さ せ て い る た め
、 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ を 透 過 し た 波 長 範 囲 の 外 光 Ｈ 1  の 反 射 を 、 有 機 層 １ ３ に お い て 効 果
的 に 抑 え る こ と が で き る 。
　 し か も 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら 取 り 出 さ れ る 光 ｈ を 多 重 干 渉 さ せ な
が ら も 、 そ の ス ペ ク ト ル の 幅 を あ る 程 度 の 広 さ に 保 つ こ と が 可 能 に な る た め 、 広 い 視 野 角
の 範 囲 で 色 純 度 の 向 上 を 図 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 な お 、 こ の 第 ４ 実 施 形 態 に お い て は 、 図 ４ に 示 す 第 １ 実 施 形 態 に よ る 上 面 発 光 型 の 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 に 対 し て 、 さ ら に カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け た 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に つ い て 説 明 を 行
っ た 。 し か し 、 こ の 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 ま
た は 第 ３ 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た 各 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け た 構 成
と す る こ と が で き る 。 た だ し 、 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 配 置 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 上 述 し た
よ う な 透 過 率 特 性 を 有 す る も の で あ る こ と と す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 そ し て 、 第 ２ 実 施 形 態 で 説 明 し た 各 構 成 に 対 し て カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け た 構 成 の 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 に お い て は 、 上 述 し た と 同 様 に 発 光 光 の 輝 度 を 確 保 し つ つ 外 光 下 に お け る コ ン ト ラ
ス ト を 大 幅 に 向 上 さ せ る こ と が 可 能 に な る と と も に 、 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 、 す な わ
ち 各 発 光 色 に 対 応 す る 共 振 部 の 光 学 的 距 離 Ｌ を 共 通 化 す る こ と が で き る と い っ た 効 果 を 得
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 第 ３ 実 施 形 態 で 説 明 し た 各 構 成 に 対 し て カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け た 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 に お い て は 、 上 述 し た と 同 様 に 発 光 光 の 輝 度 を 確 保 し つ つ 外 光 下 に お け る コ ン ト ラ ス
ト を 大 幅 に 向 上 さ せ る こ と が 可 能 に な る と と も に 、 第 ３ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 、 す な わ ち
広 い 視 野 角 の 範 囲 で 色 純 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る と 言 っ た 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 な お 、 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 、 基 板 側 か ら 発 光 光 を 取 り 出 す 構 造 の 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 に も 適 用 す る 場 合 に は 、 例 え ば 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 透 明 基 板 ３ １ 側 か ら 順 に 、 透
明 材 料 か ら な る 第 ２ 電 極 ３ ２ 、 ア ノ ー ド 電 極 を 兼 ね る 半 透 明 反 射 層 ３ ３ 、 バ ッ フ ァ 層 ３ ４
ａ 、 正 孔 輸 送 層 ３ ４ ｂ 及 び 有 機 発 光 層 ３ ４ ｃ か ら な る 有 機 層 ３ ４ 、 反 射 層 を 兼 ね る カ ソ ー
ド 電 極 で あ る 第 １ 電 極 ３ ５ を 積 層 さ せ 、 透 明 基 板 ３ １ を 挟 ん で こ れ ら の 層 と 反 対 側 に 、 適
宜 選 択 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ を 組 み 合 わ せ て 配 置 す る 。 な お 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ は
、 透 明 基 板 ３ １ と 第 ２ 電 極 ３ ２ と の 間 に 配 置 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
【 図 １ 】 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 構 成 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら 取 り 出 さ れ た 各 色 の ス ペ ク ト ル を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 外 光 反 射 の 防 止 を 目 的 と し た 従 来 の 表 示 素 子 の 構 成 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら 取 り 出 さ れ た 各 光 の ス ペ ク ト ル
の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お け る 有 機 層 単 体 の フ ィ ル タ 特 性
を 示 す ス ペ ク ト ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お け る 内 部 発 光 ス ペ ク ト ル の シ ミ
ュ レ ー シ ョ ン 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら 取 り 出 さ れ た 各 光 の ス ペ ク ト ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例 を
示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お け る 有 機 層 単 体 の フ ィ ル タ 特 性 を 示 す ス ペ ク ト ル の シ ミ
ュ レ ー シ ョ ン 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ Ｇ 発 光 ） の 視 野 角 依 存 性 を 示 す
略 線 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ Ｇ 発 光 ） の 視 野 角 依 存 性 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 及 び そ の 比 較 例 の 色 度 座 標 を 示 す
略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お け る 有 機 層 単 体 の フ ィ ル タ 特
性 を 示 す ス ペ ク ト ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 こ の 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 こ の 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お け る 有 機 層 単 体 の フ ィ ル タ 特
性 を 示 す ス ペ ク ト ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 こ の 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ Ｇ 発 光 ） か ら 取 り 出 さ れ た 光 の
ス ペ ク ト ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 こ の 発 明 が 適 用 さ れ る 他 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 こ の 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 こ の 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て カ ラ ー フ ィ ル タ な し の 場
合 の 外 光 反 射 特 性 を 示 す ス ペ ク ト ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 こ の 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 設 け た 各 カ ラ ー フ ィ ル タ の 透 過
特 性 を 示 す ス ペ ク ト ル を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お け る 外 光 反 射 特 性 を 示 す ス
ペ ク ト ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 こ の 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 他 の 構 成 例 を 示 す 要 部 断 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 １ ２ ， ３ ５ … 第 １ 電 極 、 １ ３ ， ３ ４ … 有 機 層 、 １ ３ ｃ ， ３ ４ ｃ … 有 機 発 光 層 、 １ ４ ， ３
３ … 半 透 明 反 射 層 、 １ ５ ， ３ ２ … 第 ２ 電 極 、 ２ ０ … カ ラ ー フ ィ ル タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(18) JP 2006-147598 A 2006.6.8



【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

(21) JP 2006-147598 A 2006.6.8



专利名称(译) 显示元素

公开(公告)号 JP2006147598A 公开(公告)日 2006-06-08

申请号 JP2006048614 申请日 2006-02-24

[标]申请(专利权)人(译) 索尼公司

申请(专利权)人(译) 索尼公司

[标]发明人 山田二郎
笹岡龍哉
平野貴之

发明人 山田 二郎
笹岡 龍哉
平野 貴之

IPC分类号 H05B33/24 H01L51/50

FI分类号 H05B33/24 H05B33/14.A

F-TERM分类号 3K007/AB17 3K007/DB03 3K007/EA04 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC07 3K107/CC32 3K107
/CC37 3K107/DD03 3K107/DD10 3K107/DD23 3K107/DD24 3K107/DD28 3K107/DD29 3K107/EE22 
3K107/EE33 3K107/FF06 3K107/FF12 3K107/FF13 3K107/FF15

代理人(译) 森浩一

优先权 1999330805 1999-11-22 JP
2000251996 2000-08-23 JP

其他公开文献 JP4655959B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够保持足够的宽视角色彩再现范围的自发光
型显示元件。解决方案：显示元件通过在反射膜和半透明反射膜之间夹
持至少具有发光层的有机层，并使有机层作为谐振器结构的谐振部分工
作，用于使发出的光谐振而构成。来自发光层。当相移时，当从发光层
发出的光在谐振部分的两端反射时出现的是Φ（弧度），谐振部分的光学
距离是L，即所需光谱的峰值波长。所描述的光是λ，显示元件被构造成
使得光学距离L在满足（2L）/λ+Φ/（2π）= m（m表示整数）的范围内
变为正最小值。利用这种结构，在0°-60°的视角范围内，从显示元件取出
的光谱的峰值位置的偏移量被限制在小于30mm。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/2466e37a-2449-4184-8bcd-cde2a0cf981f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036626972/publication/JP2006147598A?q=JP2006147598A

